
事務事業数

5

【１ Ｐｌａｎ】

<成果指標の達成状況>　⇒３つ以外の指標は、補助指標調書に記載
維持 ％ Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標（R5） 達成率 指標判定

目標値 100 100 100 100
実績値 100 100 100

増加 回 Ｈ30年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 最終目標（R5） 達成率 指標判定
目標値 2 2 2 2
実績値 1 1 1

増加 ％ Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標（R5） 達成率 指標判定
目標値 100 100 100 100
実績値 100 100 100

指標名①

主な取組 災害医療体制の強化（DMAT訓練の実施　など）

施策の
イメージ

Ｒ３ Ｒ１Ｒ２
予算額

（千円）
107,810 411,853 5,725,465

A

D

A

DMATは災害医療活動のオペレーション等を行う重要な役割を担っており、隊員の異動等に関わら
ず、34あるすべての災害拠点病院において研修実施等により隊員の維持を図る必要があるため。

50.0%

DMAT隊員の育成やスキルアップを図っていくためには、定期的に実働、図上（演習）訓練を行って
いく必要があるため。

分析（主な取組と成果）

大規模又は広域的な災害時における医療活動にはＤＭＡＴが必要となることから、道及び国の研修受講により
道内に３４ある災害拠点病院すべてにおいて、ＤＭＡＴを保有済み。

指標名②

指標名③

設定理由

設定理由

DMAT実働訓練の実施回数

災害拠点病院におけるDMAT保有率 100.0%

令和３年度　基本評価調書①
保健

福祉部
所管部局

施策名 災害時における医療体制の強化

知事公約

政策体系
(中項目)

強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮
政策体系
コード

C0087 総合戦略 A2424 国土強靱化
B2212　B2331
B2332　B2333

災害拠点病院においては、災害時に多発する重篤救急患者の救命医療を行うため、施設の耐震化、食料、飲料
水の備蓄、電力の維持が必要となることから、災害拠点病院の体制強化を図っている。

分析（主な取組と成果）

DMATにおいては、災害急性期において、専門的な訓練を受けた医師及び看護師等を災害現場等に派遣し、迅速
に対応する必要があることから、災害を想定した実働、図上訓練を実施している。

通常時の６割程度の発電容量と３日分の燃料を備
えた自家発電設備を設置している災害拠点病院の
割合

100.0%

設定理由
災害発生時において停電などが発生した場合においても、一定程度の自家発電電や保管燃料によ
り、災害拠点病院としての活動を維持する必要があるため。

分析（主な取組と成果）

現状と
課題

　平時から災害対策に関わる関係機関等の連携体制を構築しておくとともに、災害の種類や規模に
応じて医療資源を有効に活用する必要がある。

地域医療課、障がい者保健福祉課 
所管課

１（７）Ａ

施策
コード

04052

概ね順調総合判定

施策目標
　二次・三次救急医療の体系的な整備を進めるとともに、救急医療体制の充実を図り、災害時の医
療体制の強化を進める。

SDGs

連携

国

・関係法令の

整備

・財政支援

・基盤等整備、

北海道

【救急医療体制の体系的

な整備及び災害医療体制

市町村

・医療機関との連携、

支援

民間等

・救急医療等の提供

・地域医療充実の取組

連携 連携 施

策

目
施策の推進

連携

要請等



【２ Ｄｏ＆Ｃｈｅｃｋ】
前々年度 前年度 評価年度 評価年度目標値 指標判定

100 100 100 100 A
1 1 1 2 D

100 100 100 100 A

対応方針番号

<二次政策評価>

【３ Ａｃｔｉｏｎ】

○

○

B

新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま
え、施策の目標達成に向け事業内容を精査
すること。

対応状況
(R3.3時点)

新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し
て、オンラインによる北海道DPAT研修実施
を予定するとともに、DPAT事務局主催研修
を受講し人材育成を図る。

連携
状況

　道内災害医療体制の充実に向け、全道に３４ある災害拠点病院と日ごろよ
り訓練や研修において連携を図っている。

連携判定

緊急性
優先性

災害はいつ発生するかわからず、災害医療にかかる訓練や研修の優先度は高
い。

③

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、より実効性の高い訓練等を実施し、道内災害医療
体制の充実を図る。

令和３年度　基本評価調書② 施策名
災害時における医療体制の強
化

施策
コード

成果指標

指標名
災害拠点病院におけるDMAT保有率
DMAT実働訓練の実施回数

指標総合
判定

緊急性
優先性
判定

内容

①

②

04052

災害時の医療が確保されるよう、災害拠点病院の設備整備に対し助成するほか、新型コロナウイル
ス感染症の状況を踏まえながら、実災害を想定したＤＭＡＴ訓練を行い、災害医療体制の充実を図
る。

総合判定
の根拠

　コロナウイルス感染症のため、実働訓練の実施が難しい状況にある中、図
上訓練や研修の実施により各災害拠点病院と連携を図るとともに、広域医療
搬送のためのＳＣＵ（広域医療搬送施設）の整備を図り、道内災害医療体制
の充実強化に努めている。

総合判定
(一次評価)

概ね順調

R3年度
二次政策

評価

翌年度に
向けた

対応方針

二次政策
評価への

対応

Ｒ４
施策の
方向性

通常時の６割程度の発電容量と３日分の燃料を備えた自家発電設備を設置している災害拠点病院の割合

前年度
二次評価

意見

目標
(指標)の
達成状況

　コロナウイルス感染症のため、実働訓練の実施が難しい状況にあるが、各
災害拠点病院参加による図上訓練を実施。



【成果指標の達成状況】
維持 ％ Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 最終目標（R5） 指標判定

目標値 100 100 100 100
実績値 100 100 100

増加 ％ Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 最終目標（R5） 指標判定
目標値 100 100 100 100
実績値 97 97 97

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 最終目標 達成率 指標判定
目標値
実績値

補助指標名①

令和３年度　補助指標調書① 施策名
災害時における医療体制の強
化

施策
コード

補助指標名②

災害拠点病院においては、災害時に多発する重篤救急患者の救命医療を行うため、各種災害医療資機材を整備
している。

災害拠点病院における応急用医
療資機材の整備率

100.0%

設定理由

分析（主な取組と成果）

災害発生時に災害拠点病院としての役割を機能させるため、通常時から応急用医療資機材を整備す
る必要があるため。

A

分析（主な取組と成果）

設定理由

分析（主な取組と成果）

補助指標名⑤

分析（主な取組と成果）

設定理由

補助指標名④

04052

設定理由

分析（主な取組と成果）

災害拠点病院においては、災害時に多発する重篤救急患者の救命医療を行うため、施設の耐震化、食料、飲料
水の備蓄、電力の維持が必要となることから、災害拠点病院の体制強化を図っている。

補助指標名③

災害拠点病院及び救命救急セン
ターの耐震化率

97.0%

設定理由
災害発生時に災害拠点病院等としての役割を機能させるため、建物の耐震化を整備する必要がある
ため。

B




